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～ 今日は楽しいひなまつり♩ ～
　３月１日（金）、町立七滝保育所（入所４名）のホールにひな人形が飾られ、園児たちはおひ
なさま・おだいりさまと一緒に写真を撮りました。
　みんなで楽しく桃の節句のお祝いをすることができました。

七滝保育所　ひなまつり

Instagramを始めました。サイト内『kosakatown』で検索
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秋田県議会議員一般選挙

車いすを利用される方は投票所の職員までお申し付けください

選びたい　秋田のこれから　私の将来

　４月７日（日）、秋田県議会議員一般選挙が執行されます。選挙は、私たちの地域を住み
よくするための願いを反映させる機会です。棄権することなく、皆さんの大切な一票を投
じましょう。

　投票日にやむを得ない事情（仕事、旅行、用事等）で投票所に行くことができない方は、
下記の期間・場所において期日前投票を行うことができます。
　期日前投票の際は、投票入場券（はがき）裏面を記入しご持参ください。

選挙に関するお問い合わせ

小坂町選挙管理委員会事務局（℡29－３９０１）

十和田出張所期日前投票所

４月４日（木）
※十和田湖第１・第２投票区の方が投票することができます。

８時30分～17時

小坂町役場期日前投票所

３月30日（土）～４月６日（土）　８日間
※全ての投票区の方が投票することができます。

８時30分～20時

期日前投票をご利用ください

投票日 ４月７日（日） 【３月29日告示】
投票時間　　７時～19時（十和田湖地区は17時まで）
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あすなろ　更望園　サンホーム　野口
濁川　余路米　砂子沢　矢柄平
　
細越　細前田　若葉町　古苦竹　川通り
栗平　向陽　中央団地　東渡ノ羽
上小坂　栄町　一本杉

銀山町　尾樽部　永楽町　重兵衛　寺の沢
成森　新町　さくらんぼ団地　山手　花園町
けやき宿舎　螢　中小坂　下小坂　岩沢

大生手　上川原　藤倉団地

北あけぼの　南あけぼの　藤原　二タ渡

万谷下　荒川　大地

万谷上　北つつじ平　南つつじ平　道作
牛馬長根　赤坂　子坂　狐崎

鳥越　鴇　長沢

休平

大川岱　鉛山

川上公民館

小坂町役場

交流センター セパーム

藤倉団地自治会館

北あけぼの自治会館

七滝コミュニティーセンター

七滝活性化拠点センター
（旧七滝小学校）

鳥越自治会館

休平自治会館

大川岱自治会館

川　　上

中央第１

中央第２

中央第３

中央第４

七滝第１

七滝第２

上　　向

十和田湖第１

十和田湖第２

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

投票区 投　票　所 行 政 区 等

投票区・投票所一覧 ※投票区の変更にご注意ください

※お手続き等でご不明な点は、選挙管理委員会事務局へお問い合わせください。

　選挙期間中、仕事や旅行等で不在となる
方は、不在者投票により他の市区町村で投
票することができます。
　請求期間は４月６日までですが、請求手
続きや投票用紙送達等で日数を要しますの
で、早めのお手続きをお願いします。

不在者投票

　身体障害者手帳か戦傷病者手帳があり要
件に該当する方、または介護保険の被保険
者証の要介護状態区分が要介護５の方はお
手続きをすることにより自宅で不在者投票
をすることができます。
　郵便等投票証明書の交付申請が必要とな
ります。

郵便等による不在者投票
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お問い合わせ先　総務課 企画財政班　（TEL：29－3907／ FAX：29－5481）

民間賃貸住宅情報（アパート情報）、空き家・空き地情報
を取り扱っています。

　町内にある賃貸住宅、アパートの供給情報を小坂町ホーム
ページに掲載しています。

民間賃貸住宅情報公開制度

　いわゆる空き家バンクのことです。小坂町では空き家だけ
ではなく、空き地（宅地のみ）についても取り扱っています。
　現在使っていない、もしくは使わなくなると見込まれる空
き家等を売りたい方、貸したい方と、空き家等を買いたい方、
借りたい方との橋渡しをします。
　登録情報は小坂町ホームページに掲載しています。

空き家・空き地情報登録

　賃貸住宅、空き家、空き地をお持ちの方で登録ご希望の方は係へご一報ください。
　より多くの情報を掲載することで、小坂町の定住促進対策につなげていければと考え
ています。

情報をお寄せください

※もっと詳しく知りたいという方は小坂町ホームページを確認していただくか、総務課企画財政班へお問
い合わせください。

※小坂町では情報の紹介や連絡調整を行いますが、売買または賃貸の仲介は一切行いません。
　賃貸（売買）の交渉や契約、契約後の取り決めなどについては、登録者と利用希望者の二者間で行ってく
　ださい。また、当事者間で起きた問題について、町では一切の責任を負いませんので予めご了承ください。

◆空き家・空き地を売りたい方、貸したい方について
・小坂町空き家・空き地情報登録申請書に「空き家等登録要件確認表」と「固定資産税課税明細書」
を添付し、総務課企画財政班へ提出してください。

◆空き家・空き地を買いたい方、借りたい方について
・小坂町空き家等情報利用申込書を総務課企画財政班へ提出してください。

●２月時点の民間賃貸住宅情報 ●２月時点の空き家・空き地情報
【空き地】
・登録件数　22件

【空き家】
・登録件数　10件

・登録件数　13件（うち３件空きあり）
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２
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２
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観劇券のお求めについて
《観劇料》

《往復ハガキ記入方法》

特別席
各公演
50席限定

松　席
竹　席
自由席

12,000円　（お弁当付 13,500円）
 9,000円　（お弁当付 10,500円）
 6,000円　（お弁当付  7,500円）

18,000円
特別席に限り、座椅子＋プログラム＋お土産＋お弁当付

※当日券の料金は上記に追加して1,000円増しになります。

郵便往復はがき

返信

（
お
申
込
者
）住
所

（
お
申
込
者
）氏
名

郵便往復はがき

往信

秋
田
県
鹿
角
郡
小
坂
町
松
ノ
下
２

小
坂
町 

康
楽
館
行

2019年度康楽館歌舞伎
先行予約申込書

〔お申込者記載事項〕
①公演日
②午前の部／午後の部
③席の種類
　（特別席・松席・
　　竹席・自由席）
④希望枚数
※以上を第二希望迄
記載して下さい。
⑤お申込者の氏名・
　住所・電話番号

0 1 7 0 2 0 262 62
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ヘルスはっぴぃチャレンジャー養成塾　閉講

総勢46名が参加し健康づくりの大切さを実感
　２月21日、健康づくりに取り組む住民の養成塾
５回目として「我が事まるごと養成講座」が行われ、
認知症サポーター、心はればれゲートキーパーが養
成されました。この養成講座は、認知症やうつ状態
への正しい知識をもつ住民が増えることで、お互い
に声をかけ合い支え合う地域づくりを目指していま
す。
　修了式も行われ、３回以上塾に参加した18名に
「ヘルスはっぴぃチャレンジャーポロシャツ」が贈
呈されました。この養成塾は来年度も開催しますの
で、たくさんの方の参加をお待ちしています。

－身近な話題をお知らせください。

糖尿病重症化予防事業　講演会

糖尿病は血管の病気　予防が大切‼
　２月18日、約50名の住民が糖尿病について学びを深めまし
た。講師の大館市立総合病院　内分泌・代謝・神経内科　部長
の池

いけ

島
じま

　進
しん

氏は「初期は無症状だが、合併症の症状が出ると失
明や透析など生活の質に関わる。執行猶予期間があると考え健
診で早く気づき対策をとってほしい」と予防と治療継続の大切
さを強調していました。
　糖尿病の食事、運動療法として、万歩計をつける、カロリー
表示を見る癖をつけることが紹介され、これは糖尿病予防や健
康寿命をのばす生活習慣にもつながります。参加者からは質問
も多く出て、身近な糖尿病について学びを深めていました。

特別児童扶養手当のお知らせ
概　　要

　精神または身体が障害の状態（政令で定める程
度）にある20歳未満の児童について、手当を支給す
る制度です。

要　　件
　精神または身体に一定の障害を有する児童を監護
している方に支給されます。ただし、対象児童が児
童福祉施設等に入所している場合は受給できませ
ん。所得が一定以上の場合は、手当の支給が停止さ
れます。

請求手続きと手当の支払い
　支給要件に該当する方は、請求の手続きが必要で
す。受給資格があっても、請求しないと受給できま
せんのでご注意ください。請求後、知事の認定を受
けることにより支給されます。

【対象者】
　・小坂小・中学校に在籍する児童生徒の保護者
　・町外の小・中学校に在籍する児童生徒の保護者
で町内に住所を有する方

【助成内容】
　・保護者が負担する学校給食費の半額を助成しま
す。

　①小坂小・中学校では、学校へ納める給食費が半
額になります。

　②町外の小・中学校では、年間に負担した給食費
が確定した後、その半額を保護者へ直接給付し
ます。

【申請手続き】
　小坂小・中学校は、学校から児童生徒へ申請書を
配布していますので、期日までに学校へ提出してく
ださい。
　町外の小・中学校については、教育委員会から別
途手続きについてお知らせ致します。
【申請締切】
　３月15日（金） 手続き・お問い合わせ先

福祉課 町民福祉班（℡29－３９２５）お問い合わせ先　教育委員会 総務班（℡29－２３４２）
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町単独住宅「山手住宅」　入居者募集
１．建物概要
所 在 地　小坂鉱山字尾樽部32－１
（町営バス上向七滝線 山手バス停前）
建築概要
　平成２年度建築（平成30年度改修）
　木造平屋建　全６戸
　１号棟　３ＬＤＫ（83.6㎡）
　２号棟　３ＬＤＫ（83.6㎡）
　３号棟　１ＬＤＫ（49.6㎡）×２戸
　５号棟　１ＬＤＫ（49.6㎡）×２戸
　（※４号棟の募集はありません）
設備概要
　全室照明器具設置済み
　ガスコンロ、灯油給湯機設置済み
そ の 他
　１ＬＤＫは共同駐車場を利用
　３ＬＤＫは敷地内に駐車可能
２．月額家賃
家　　賃　公営住宅の家賃計算に準じ、世帯収入と家族構成に応じた
　　　　　家賃となります（収入超過基準はありません）
　　　　　毎年収入を申告いただき、次年度の家賃を算定します
　　　　　１ＬＤＫ　12,300円～32,700円
　　　　　３ＬＤＫ　20,900円～55,400円
共 益 費　100円（前々年度の実績から毎年決定）
共同駐車場　1,500円／区画（予定）
３．募集要項
募集戸数　３ＬＤＫ×２戸、１ＬＤＫ×４戸
申込条件　入居後に住民登録できる方
　　　　　自ら居住のための住居を必要とする方
　　　　　公租公課を滞納していない方
　　　　　３ＬＤＫ希望の場合は、同居する親族がいる方
申込方法　入居申込書に住民票、所得課税扶養証明書、滞納のないことの証明書を添えて提出してください
　　　　　入居申込書は建設課建設班または町ホームページから入手できます
応募締切　３月25日（月）建設課建設班必着
　　　　　※応募者多数の場合は抽選を行います（４月５日（金）夜の予定）
　　　　　※入居決定後、連帯保証人等の関係書類を提出した方から入居可能です

１ＬＤＫ ３ＬＤＫ

お問い合わせ先　建設課 建設班（℡29－３９１０）

　秋田犬ツーリズムでは秋田内陸縦断鉄道株式会社とと
もに、１月25日～27日、米国ニューヨークで行われた米
国最大規模の旅行博「NEW YORK TIMES TRAVEL
 SHOW」に出展しました。25日は報道機関、観光事業者
向け、26、27日は一般消費者向けとなりました。エリア
内の観光資源をはじめ、秋田犬、マタギ文化、内陸線沿
線の魅力をＰＲしました。米国東海岸で自治体単位での
プロモーションはまだまだ珍しいものの、米国でも秋田
犬の認知度は高く、また、富裕層向けの個人旅行専門会
社などはマタギ文化・内陸線の旅に非常に興味を示して
いました。
　それから２月号でもご案内しましたが、ＡＩ秋田犬
mofuu（もふ～）のLINE（ライン）スタンプが発売になり
ました。愛らしいデザインが24種類で価格は120円です。
是非ご利用ください。

　七滝活性化拠点センターの工事は、３月22日の完成に
むけて順調に進んでいます。
　同センターは、４月６日（土）に開所します。午前10時
からオープニングセレモニーを行い、その後は内覧会を
開催して地域の方に見学していただきます。
　また、１月15日から２月28日まで募集していた愛称は、
町内外からメールや郵便で93件の応募がありました。決
定した愛称は、４月６日のオープニングセレモニーでお
披露目しますので、どうぞお楽しみに。
　同センターでは、町内産業の発展や地域の活性化に寄
与するような企業の入居を募集しています。使用料等は
以下のとおりです。その他の貸出条件等については、下
記担当までお問い合わせください。

旅行博「NEＷ YORK TIMES TRAVEL SHOW」に出展の様子 お問い合わせ先　総務課 企画財政班（℡29－３９０７）

※県外からの新規進出企業は１年間使用料を免除

２階貸事務所 ２万円／月 別途暖房使用料を徴収
使用料 備　考

入居企業を募集中

七滝活性化拠点センターを
4/6にオープンします

３ＬＤＫの家賃計算例　３人家族
世帯収入400万円／年

・所得は266万円
・控除は同居親族38万円×２人＝76万円
　266万円－76万円＝190万円／年
　190万円／年÷12月／年＝158,333円／月
この場合の家賃は35,600円になります
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生涯学習だより小坂公民館上向分館・十和田分館
事務局　交流センター「セパーム」内︵☎₂₉⊖₂₀₆₉︶

　町では、「町民の健康の維持・増進、生活習慣病予防・改善」を目的に、
来年度から新規事業（年間を通した運動教室）を開催します。
　開催する運動教室は、次のとおりです。

　１・２年生は中央公園でスキー記録会を行いました。タイム
レースやそりリレー、宝探しなど、寒さに負けず最後まで頑張
ることができました。また、３～６年生は花輪スキー場でス
キー教室を行いました。ときどき吹雪となる寒い日もありまし
たが、クロカングループとアルペングループに分かれ、それぞ
れの指導者のもとでスキー技術の向上に励みました。

　小中合同の「英語集会」が初めて開かれました。中学生が司
会・進行を担当し、全て英語で進められました。ＡＬＴのキム
先生のゲームや中学生が小学生に英語で出題し英語で答えるス
タンプラリーなど、英語でコミュニケーションをとりながら楽
しく英語に親しむことができました。

▲英語集会スタンプラリー

▲１年生スキー記録会

お問い合わせ先　小坂小学校（℡29－２４２２）　小坂中学校（℡29－３２３２）

お問い合わせ先　教育委員会 学習振興班（℡29－２０６９）

※開催日については、行事ごよみや広報こさかのカレンダーのページに開催日を掲載する予定です。

毎週水曜（月４回）開催
 時　間　18時～19時
 会　場　セパーム２階 和室
 講　師　佐藤奈津子 氏
 参加料　１人１回 300円

４月～６月、９月～２月の間、月１回開催
 時　間　18時～19時
 会　場　セパーム ジョギングコース
 講　師　スポーツ推進委員
 参加料　無料

７月12日、19日、８月23日、25日の４回開催
 時　間　18時～19時
 会　場　小坂町屋内温水プール
 講　師　阿部　大造 氏
 参加料　１人１回 300円

（国保保健事業共催）
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生涯学習だより 交流センター「セパーム」・小坂公民館︵☎₂₉⊖₂₀₆₉︶
川上公民館︵☎₂₉⊖₂₃₄₄︶　七滝公民館︵☎₂₉⊖₃₄₁₁︶

澤田伊四郎 氏

　第27回町長杯争奪囲碁・将棋大会が２月24日にセ
パームで開催されました。町内の囲碁・将棋愛好者
達が一堂に会し、盤上の熱戦が繰り広げられました。
　結果は次のとおりです。

【将棋の部】
優　勝　小笠原修平
準優勝　木村　利雄
第３位　澤田　一志

【囲碁の部】
優　勝　中村修太郎
準優勝　一戸　民男
第３位　関　　　誠

★第１位…佐伯　泰英（さえき　やすひで）
鎌倉河岸捕物控シリーズ（角川春樹事務所）
新・酔いどれ小藤次シリーズ（文藝春秋）

★第２位…柚月　裕子（ゆづき　ゆうこ）
凶犬の眼（KADOKAWA）
孤狼の血（KADOKAWA）

★第３位…宇江佐真理（うえざ　まり）
うめ婆行状記（朝日新聞出版）

★第４位…今井絵美子（いまい　えみこ）
便り屋お葉日月抄シリーズ
すこくろ幽斎診療記シリーズ（双葉社）

★第５位…辻村　深月（つじむら　みづき）
噛みあわない会話と、ある過去について（講談社）
青空と逃げる（中央公論新社）

◆あん………………………ドリアン助川（ポプラ社）
◆万引き家族………………是枝裕和（宝島社）
◆ぬけまいる………………朝井まかて（講談社）
◆文福茶釜…………………黒川博行（文藝春秋）
◆友罪………………………薬丸　岳（集英社）
◆終わった人………………内館牧子（講談社）
◆デットエンドの思い出…よしもとばなな（文藝春秋）
◆旅猫リポート……………有川　浩（講談社）
◆輪違屋糸里（上）（下）…浅田次郎（文藝春秋）
◆こんな夜明けにバナナかよ　筋ジス・鹿野靖明とボランティアたち
　……………………………渡辺一史（北海道新聞社）

お問い合わせ先　図書館（℡29－２２０７）

おすすめ　映画・ドラマ化された小説

　２月15日（金）、七滝地区の自治会運営研究会がほっ
とりあにおいて開催されました。
　今回は、「澤田伊四郎の業績について」をテーマに
小坂町立総合博物館郷土館学芸員から旧七滝村大地
（現小坂町大地）出身の澤田伊四郎氏の生涯と仕事に

ついて講演をしていただ
きました。
　参加者の皆さんは今ま
で知らなかった小坂町の
偉人である澤田伊四郎氏
の業績を知り感動してい
ました。

　２月24日（日）に十和田湖
地区において、十和田湖か
んじき（スノーシュー）フッ
トパスツアーを開催しまし
た。
　若者限定イベントとし、
先着15名で募集したところ、
10名の参加があり、様々な職種の若者が集まりまし
た。
　当日は天候にも恵まれ、スノーシュー日和となり
ました。
　参加者からは、「スノーシューは初体験で、すごく
興味があった。」、「冬の十和田湖を歩く機会がなかっ
たのでとても新鮮で良かった。」との声があり、ツアー
を思う存分楽しんでいました。

澤田伊四郎 氏（1904～1988）
旧七滝村大地出身、東京で出版
社「龍星閣」を創業。
埋もれた芸術作品を掘り起こし、
竹久夢二、高村光太郎、棟方志
功など多くの文化人の作品を出
版している。
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生涯学習だより図書館︵☎₂₉⊖₂₂₀₇︶
郷土館︵☎₂₉⊖₄₇₂₆︶

　平成30年度に寄贈された資料を展示します。今年度
の寄贈資料は日本画（福田豊四郎）、油絵（小泉隆二）、
ひな人形、蟹の化石です。点数はそれほど多くありま
せんが、初公開の面白い資料たちです。ぜひ、ご覧く
ださい。
 会　　期　３月12日（火）～５月12日（日）
 開館時間　９時～ 17時（最終受付16時30分）
 会　　場　郷土館 １階　特別展示室
 入 館 料　無料

郷土館「新収蔵資料展」

　現在、以下の博物館に資料を貸出中または貸出予定
です。ぜひ、下記の展覧会もご覧ください。
　仙北市立角館町平福記念美術館
　「福田豊四郎日本画展（仮）」
　2019年９月１日（日）～10月14日（月）

〈当館の資料貸出状況・予定〉

【日時】３月23日（土）10時30分～11時30分
【対象】乳幼児～小学生・保護者　　◇自由参加・無料

※国際博物館の日（５／18）は入館者全員にポスト
　カードを贈呈‼

　旧小坂鉱山事務所所長室に常設展示していた柴
田春光「鉱山」が巡回展を終えて新潟市から小坂
町に帰ってきました。岡山県・和歌山県・新潟県
の旅でした。多くの方にご覧いただけたと思いま
す。

■幸せについて／谷川俊太郎（911）
■芙蓉の千城（たて）／松井今朝子（913）
■新宿の猫／ドリアン助川（913）
■ゴールデン街コーリング／馳星周（913）
■お金がない！／赤瀬川原平（914）

■生き方上手はよく笑う／斎藤茂太（159）
■ゲイだけど質問ある？／鈴掛真（367）
■ラッピングアイデアブック／オギハラナミ（385）
■面倒くさい日も、おいしく食べたい！／
　一田憲子（596）
■おとな美文字のレッスン帖／越智智美（728）

■わけあって絶滅しました。／丸山貴史（Ｅ）
■ねむりのくにのぐうすかくうすか／菅野由貴子（Ｅ）

※（　）の中の数字は
　分類番号です

●
ス
キ
ー
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
純
飛
躍

３
位
入
賞

　

２
月
８
日
（
金
）
～
12
日
（
火
）
花
輪
ス

キ
ー
場
で
ス
キ
ー
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
純
飛
躍
・
複

合
２
名
、
距
離
１
名
の
計
３
選
手
が
参
加
。

９
日
（
土
）
に
は
１
年
生
と
職
員
が
応
援

に
駆
け
つ
け
、
メ
ガ
ホ
ン
や
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
た
横
断
幕
を
手
に
熱
い

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
純
飛
躍
で
は
海

外
勢
や
全
日
本
の
選
手
が
出
場
す
る
中
、

湯
瀬
晃
成
選
手（
３
年
）が
安
定
し
た
ジ
ャ

ン
プ
を
２
本
揃
え
、
見
事
３
位
入
賞
を
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
２
年

生
は
大
会
補
助
員
と
し
て
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
技
の
運
営
と
、
施
設
衛
生
の
業
務

に
関
わ
り
ま
し
た
。
お
も
て
な
し
の
気
持

ち
を
持
っ
て
活
動
に
臨
み
、
選
手
や
来
場

者
の
方
々
と
の
交
流
も
楽
し
み
な
が
ら
充

実
し
た
５
日
間
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

●
地
元
企
業
と
の
情
報
交
換
会

　

２
月
13
日
（
水
）
鹿
角
市
の
コ
モ
ッ
セ

を
会
場
に
２
年
生
対
象
の
就
職
情
報
交
換

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
企
業
の
ブ
ー
ス

を
回
っ
て
概
要
や
特
色
な
ど
を
説
明
し
て

い
た
だ
き
、
地
元
企
業
の
魅
力
を
知
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
で
働
く

こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な

り
、
進
学
希
望
の
生
徒
に
と
っ
て
も
卒
業

後
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
２
月
20
日
（
水
）
に
は
、

本
校
主
催
で
教
員
対
象
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
地
元
企
業
６
社
が
出
席

し
、
最
新
の
求
人
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
業
が
高
校
生

に
求
め
て
い
る
こ
と
な
ど
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
卒
業
式
挙
行

　

３
月
３
日
（
日
）
に
は
第
１
０
２
回
卒

業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
36
名
の
卒
業

生
が
学
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。
細
越
満
町

長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
の
参
列

の
も
と
、
厳
粛
に
式
が
挙
行
さ
れ
、
校
長

か
ら
１
人
ず
つ
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
３
年
間
の
思
い
を
胸
に
最
後
の
校

歌
を
歌
い
あ
げ
、
新
生
活
に
向
け
て
の
覚

悟
と
意
欲
に
満
ち
た
表
情
で
会
場
を
後
に

し
て
い
き
ま
し
た
。

●
３
月
中
旬
～
４
月
上
旬
の
日
程

・
高
校
入
試
（
二
次
募
集
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
19
日
（
火
）

・
修
了
式　
　
　
　
　

３
月
20
日
（
水
）

・
離
任
式　
　
　
　
　

３
月
26
日
（
火
）

・
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
30
日
（
土
）

・
始
業
式
、
新
任
式　

４
月
５
日
（
金
）

・
入
学
式　
　
　
　
　

４
月
８
日
（
月
）
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お問い合わせ先　町民課 町民生活班　住民戸籍担当（℡29－３９０６）

引っ越しを予定している方へ 引っ越しをしたら14日以内に
住所変更手続きをしましょう

　平成31年４月から始まる、国民年金第１号保険者の産前産後期間の保険料免除制度とは、国民
年金第１号被保険者で、出産日が平成31年２月１日以降の方は、出産予定日または出産日が属
する月の前月から４か月間の国民年金保険料が免除され、その期間は、保険料を支払っていたも
のとみなして老齢基礎年金の受給額に反映されるという制度です。
　なお、多胎妊娠の場合は免除期間が６か月間
になります。
※出産とは、妊娠85日（４か月）以上の出産を
いいます。（死産、流産、早産された方を含み
ます。）
　出産予定日の６か月前から届出ができますの
で、役場国民年金窓口でお手続きをお願いしま
す。ただし、届出ができるのは、平成31年４月
からとなります。詳しくはお問い合わせくださ
い。

産前産後期間の国民年金保険料の免除制度について

・転出証明書（前住所地で発行）
・年金手帳（国民年金加入者）
・マイナンバーカードまたは通知カード
・届出人の本人確認書類（運転免許証等）
・印鑑

・マイナンバーカードまたは通知カード
・届出人の本人確認書類（運転免許証等）
・印鑑

該当する方は次のものもお持ちください。
・国民健康保険被保険者証
　または後期高齢者医療被保険者証
・福祉医療受給者証
・介護保険証
・印鑑登録証（転出される方）

届出の名称

転入届
他市町村から
小坂町に引っ越し

転出届
小坂町から

他市町村へ引っ越し

転居届
小坂町内で引っ越し

◆転入届・転居届は住み始め
てから届出をしてください。
◆転出届は引っ越し予定日の
14日前から届出できます。

◆本人または同一世帯員以外
の方が届出する場合は委任
状が必要です。

◆住民票の住所変更後、マイ
ナンバーカードや通知カー
ドに新しい住所を追記しま
す。その際、マイナンバー
カードはパスワードが必要
です。

◆児童手当を受給されている
方や障害者手帳をお持ちの
方、介護保険を利用されて
いる方などは、各担当窓口
での手続きも必要です。

＝ お問い合わせ先 ＝

鷹巣年金事務所　（℡0186－62－１４９０）
町民課 町民生活班 国民年金窓口　（℡29－３９０６）

必要なもの その他

〰〰〰〰〰〰

〰〰〰
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　日本語には「テンション」や「カンニング」みたい
な、他の言語から借り入れられた言葉が存在します。
ちなみに、この２つの言葉は今、外国人に言っても
通じません。なぜなら本来の意味から離れすぎてし
まったからです。「テンション」は英語で「緊張」や
「張力」という意味で、「カンニング」は「こうかつ」
や「悪賢い」です。しかし、英語にも日本語から借り
入れられた言葉があることを知っていましたか？そ
の中のいくつかの言葉を紹介します。
　食べ物系は断然に多いですが、発音が変わったり
した場合も多いです。麺類の「ラーメンramen」、「う
どんudon」と「そばsoba」はそのまま使われていま
すが、「大根daikon�radish」（ダイカン・ラディッシュ）、
「わさびwasabi」（ワサービ）と「お寿司sushi」（スー
シ）は少し発音が違います。その反面「お酒sake」（サ
キー又はサケイ）、「銀杏（ぎんきょうの発音から有来）

ginkgo」（ギンコー）と「菜っ葉napa」（ナーパー）は
発音だけでなく意味も変わっています。「sake」は日
本酒を表します。「ginkgo」は種子だけでなく、イチョ
ウの木も指します。「napa� cabbage」は野菜の葉全般
ではなく、白菜だけを意味します。
　食べ物以外では、「津波tsunami」（ツナーミ）と「台
風typhoon」（タイフーン）や「カラオケkaraoke」（ケ
リオッキー）と「折り紙origami」（オリガーミ）、挨
拶の「さようならsayonara」（サヨナーラ）も意味を
変えずに借り入れられました。十数年ほど前から「絵
文字emoji」（イモージ）も英語に入り始めて、今は
日常に使われることになりました。戦後、「少し」も
「skosh」として英語に入りました。もちろん意味に
変わりがある言葉もあります。例えば「鯉koi」（コイ）
は錦鯉だけを指します。英語の「haiku」（ハイクー）
は俳句の５－７－５を真似しますが、内容は何でも
いけます。社会では、「大君」から由来する「tycoon」
（タイクーン）は大物の実業家を意味して、そして「班
長」から由来する「honcho」（ホンチョ）はボスやリー
ダーを意味します。
　「sushi」や「origami」、「sayonara」など、一部の
この言葉はもともと日本語だったことがよく知られて
いますが、「tycoon」や「honcho」、おそらく「emoji」
でも多くの言葉は大抵のアメリカ人はその由来を
知っていないでしょう。ですが、世の中の言語がこ
のように互いに接することで変わったりすることは
面白くて素敵なことだと思いませんか？

これは英語？

お問い合わせ先　地域包括支援センター（℡29－２９５０）

助け合い・支え合いのまちづくりをめざして

　岩沢地区では以前は毎月１日と15日に山の神社に集まり、参拝後には高齢者がおしゃべりをして一日を過
ごしたものでしたが、だんだん山に登るのも大変になり、次第に高齢者が集まっておしゃべりをすることがな
くなりました。
　月１回の「お元気くらぶ」に参加している人もいますが、体操はどうもなあ～という人もいます。平成29年
秋に、民生委員さんから会場の準備等をするから、月１回集まらないかと声がかかり、同年10月から始まり
ました。
　参加者が全員80歳以上だったので、80（ハチマル）会と名
付けました。
　参加者は各自昼食持参です。普段調理をしていない人もこ
の日のために献立を考え、食材を準備し、自分たちの口に合っ
た漬け物や煮物などを作ってきます。たまにはラーメンを出
前してもらったり、たんぽ会をしたりもします。
　参加者は６人から８人くらいです。毎月第３日曜日の、９
時から15時になっていますが、自分たちの都合に合わせて、
集合、解散時間は変わります。
　お昼をみんなで食べながら、わいわいがやがやおしゃべり
を楽しんでいます。気が向けば折り紙をしたりもします。も
う少しかだる（参加）人が増えてくれればうれしいです。

■【その17】岩沢「80（ハチマル）会」の紹介
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お
知
ら
せ

　

使
用
し
な
く
な
っ
た
車
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
２
０
１
９
年
度

の
自
動
車
税
が
発
生
す
る
た
め
、
廃

車
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

３
月
末
（
締
切
は
27
日
）
は
大
変

混
雑
し
ま
す
の
で
早
め
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
必
要
書
類

︻
普
通
車
︼

①
車
検
証　

②
ナ
ン
バ
ー
２
枚

③
所
有
者
の
印
鑑
証
明
書
（
住
所
を

変
更
し
て
い
る
場
合
は
住
民
票
も
）

④
所
有
者
の
委
任
状
ま
た
は
実
印

︻
軽
自
動
車
︼

①
車
検
証　

②
ナ
ン
バ
ー
２
枚

③
所
有
者
・
使
用
者
の
認
め
印

※
そ
の
他
必
要
な
書
類
が
あ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
角
交
通
協
会
（
TEL���

23―

３
１
３
４
）

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
主
に
中
小
企
業

の
従
業
員
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ま

が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　

秋
田
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、

４
月
納
付
分
か
ら
10
・
14
％
（
現
行

10
・
13
％
）
へ
引
き
上
げ
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方

に
対
す
る
介
護
保
険
料
率
は
全
国
一

律
１
・
73
％
（
現
行
１
・
57
％
）
へ

と
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
医
療
費
に
基
づ
い
て
算

出
さ
れ
る
保
険
料
率
は
、
皆
さ
ま
の

健
康
へ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
病

気
の
予
防
や
健
康
保
持
の
た
め
に
年

１
回
の
健
診
を
必
ず
お
受
け
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

全
国
健
康
保

険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
秋
田
支
部

（
TEL���

０
１
８―

８
８
３―
１
８
４
１
）

　

県
内
で
国
際
交
流
や
国
際
協
力
・

国
際
理
解
な
ど
の
多
文
化
共
生
を
推

進
す
る
活
動
を
行
う
民
間
の
団
体
を

対
象
に
、
そ
の
事
業
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

◆
申
請
期
間

︻
１
期
募
集
︼

■
募
集
期
間

３
月
31
日
（
日
）
ま
で

■
事
業
の
実
施
時
期　

４
月
１
日

（
月
）
～
翌
年
３
月
15
日
（
日
）

︻
２
期
募
集
︼

■
募
集
期
間

７
月
１
日
（
月
）
～
７
月
31
日
（
水
）

■
事
業
の
実
施
時
期　

８
月
１
日

（
木
）
～
翌
年
３
月
15
日
（
日
）

◆
助
成
金
額　

助
成
対
象
経
費
総
額

の
う
ち
上
限
８
万
円

◆
助
成
回
数　

同
一
年
度
に
つ
き
一

団
体
１
回
、
同
一
団
体
に
よ
る
同
一

事
業
に
対
す
る
助
成
は
３
回
が
限
度

　

ま
た
、
企
画
提
案
型
助
成
金
（
一

団
体
上
限
24
万
円
交
付
）を
新
設
し
、

３
月
中
に
募
集
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
、
秋
田
県
国
際
交
流
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
協
会
窓
口
で

も
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
国
際
交
流
協
会
（
Ａ
Ｉ
Ａ
）

（
TEL���
０
１
８―

８
９
３―

５
４
９
９
）

　

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
や
災
害
時
の

行
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
盛
り
込
ん
だ﹁
防

災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ　

秋
田
県
版
﹂が
、

昨
年
８
月
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

か
ら
発
行
さ
れ
﹁
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
﹂

と
一
緒
に
県
内
の
全
住
戸
・
全
事
業

所
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
公
衆
電
話

や
避
難
所
マ
ッ
プ
も
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
災
害
発
生
時
は
も
ち
ろ

　春の火災予防週間にあわせ、小坂町消防団の駆付
訓練を行います。早朝のサイレン吹鳴等でご迷惑を
おかけしますが、ご理解くださるようお願いします。
◆開催日時　４月７日（日）５時30分～
◆お問い合わせ先
　町民課 町民生活班（℡29－３９２８）

　この共済は県内市町村の住民がお互いに掛金を出
し合うことにより、交通災害、不慮の災害にあった
被災者を救済する制度です。
　加入希望の方は、各世帯へ郵送
した申込書に掛金を添えて、秋田
銀行・北都銀行・郵便局・役場等
窓口へお申込みください。

小 坂 町 消 防 団
春の駆付訓練サイレン吹鳴のお知らせ

お問い合わせ先
町民課 町民生活班（℡29－３９２８）

秋田県市町村交通災害共済・
不慮の災害共済の申込み受付中

十和田湖冬物語オープニングセレモニー交流会� 8,000円
鹿角地方職業能力開発協会及び鹿角地区
技能士会合同役員会並びに新年会� 4,000円
秋田県市町村総合事務組合議会定例会懇親会� 5,000円
秋田県立脳血管研究センター
脳心血管病診療棟竣工記念祝賀会� 10,000円
七滝地区自治会運営研究会懇親会� 1,000円
鹿角地区事業主交通安全推進協会並びに
安全運転管理者協会総会懇親会� 5,000円
秋田犬ツーリズム地域特産を活用した
夕食会「シェフたちの饗宴」� 10,000円
ＤＯＷＡ杯ジュニアクロスカントリースキー
十和田湖大会役員懇親会� 10,000円
ハートランドマーケット通常総会懇親会� 3,000円
秋田県市町村共済組合組合会意見交換会� 3,000円
鹿角工業振興会新春懇談会� 5,000円
鹿角調理師会通常総会懇親会� 5,000円

２月分 町長交際費をお知らせします
【計12件　69,000円】

情
報

自
動
車
の
廃
車
手
続
き
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
Ａ
国
際
活
動
助
成
金

募
集
の
お
知
ら
せ

も
し
も
の
備
え
に「
防
災
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
」の
確
認
を

３
月
分（
４
月
納
付
分
）か
ら
協
会

け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
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お
知
ら
せ

ん
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

（
TEL�

０
１
２
０―
５
０
６
３
０
９
）

・
ご
家
族
に
、
肺
が
ん
や
中
皮
腫
な

ど
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
い
ま
せ
ん

か
？

・
息
切
れ
、
胸
が
苦
し
い
な
ど
の
症

状
が
出
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
と
認
定
さ
れ
た

場
合
、
各
種
給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
方

は
、
秋
田
労
働
局
労
災
補
償
課
（
TEL�

０
１
８―

８
８
３―

４
２
７
５
）
ま

た
は
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用

総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・
大
卒

程
度
試
験
）
及
び
一
般
職
試
験
（
大

卒
程
度
試
験
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

［
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・
大

卒
程
度
試
験
）］

◆
申
込
受
付
期
間

３
月
29
日
（
金
）
９
時
～

４
月
８
日
（
月
）［
受
信
有
効
］

◆
第
一
次
試
験　

４
月
28
日
（
日
）

［
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）］

◆
申
込
受
付
期
間

４
月
５
日
（
金
）
９
時
～

４
月
17
日
（
水
）［
受
信
有
効
］

◆
第
一
次
試
験　

６
月
16
日
（
日
）

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等

の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
次
の
連
絡

先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

人
事
院
東
北

事
務
局　

第
二
課　

試
験
係

（
TEL�

０
２
２―

２
２
１―
２
０
２
２
）

　

国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を
支

え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税
務
署

等
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・
検
査

や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。
採
用
試
験
の

受
験
を
希
望
す
る
方
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
資
格

・
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
10

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

・
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
者
で
次
に
該
当
す
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
32

年
（
２
０
２
０
年
）
３
月
ま
で
に
大

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
者

◆
申
込
受
付
期
間

３
月
29
日
（
金
）
～
４
月
10
日
（
水
）

◆
第
一
次
試
験　

６
月
９
日
（
日
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

仙
台
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

（
TEL�

０
２
２―

２
６
３―

１
１
１
１
）

ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局

（
TEL�

０
２
２―

２
２
１―

２
０
２
２
）

◆
募
集
期
間

４
月
５
日
（
金
）
ま
で

◆
募
集
人
員　

①
初
級
コ
ー
ス

②
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

計
20
名
程
度

◆
受
講
料

①
初
級
コ
ー
ス　

３
５
，０
０
０
円

②
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

６
５
，０
０
０
円

◆
レ
ッ
ス
ン
会
場　

ア
ト
リ
オ
ン

※
詳
し
く
は
ア
ト
リ
オ
ン
音
楽
ホ
ー

ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
ア
ト
リ

オ
ン
事
業
部
（
TEL�

０
１
８―

８
３
６

―

７
８
０
３
）

　　採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流

試料名
処理水
河川水
河川水

ヨウ素
不検出
不検出
不検出

セシウム134
不検出
不検出
不検出

セシウム137
３.２
不検出
不検出

採　　取　　日
測　定　期　間

平成31年２月13日
２月15日から２月20日

（単位：ベクレル／リットル）

《
検
査
日　

２
月
20
日
》

　

七
滝
保
育
所
（
白
菜
）

　

小
坂
マ
リ
ア
園
（
タ
マ
ネ
ギ
）

　

小
坂
小
学
校
（
と
り
ひ
き
肉
）

　

小
坂
中
学
校
（
白
菜
）

◆
検
査
結
果
→
測
定
下
限
値
未
満

◆
測
定
下
限
値
は
10�

Bq
／
㎏
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
事
務
局 

総
務
班

　
（
TEL�

29
︱
２
３
４
２
）

保
育
所
・
学
校
の
給
食
食
材
の

「
放
射
性
物
質
検
査
結
果
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す

そ
の
病
気
、
そ
の
症
状
は

石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）が
原

因
か
も
し
れ
ま
せ
ん

（
２
月
受
付
分
・
敬
称
略
・〈　
〉は
行
政
区
）

＊ 

お
・
め
・
で
・
た 

＊

〈
中
央
団
地
〉

　

倍
賞　

律り
つ

輝き

（
父
・
純
也　

母
・
佳
美
）

＊ 

お
・
く
・
や
・
み 

＊

〈
藤
倉
団
地
〉　　
　

藤
田　

秀
雄

※『
慶
弔
だ
よ
り
』へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ

な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
窓
口
へ
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

募
集

国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

国
税
専
門
官（
大
学
卒
業
程
度
）採
用
試
験

秋
田
県
オ
ル
ガ
ン
奏
者
養
成
講
座

受
講
生
募
集

住
民
票
を
代
理
で
取
る
と
き
は

委
任
状
が
必
要
で
す

◆
委
任
状
が
必
要
な
場
合

窓
口
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
本
人
ま

た
は
同
一
世
帯
で
は
な
い
と
き
。
住

所
が
同
じ
で
も
世
帯
が
異
な
る
場
合

は
必
要
で
す
。

◆
委
任
状
と
は

本
人
自
署
の
、
代
理
人
へ
の
委
任
の

意
思
を
確
認
す
る
書
類
で
す
。
様
式

は
、
窓
口
で
お
渡
し
す
る
ほ
か
小
坂

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ご
病
気
、
ご
高
齢
等
の
理
由

で
自
署
で
き
な
い
場
合
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
課 

住
民
戸
籍

（
TEL�

29―

３
９
０
６
）
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お
知
ら
せ

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

注：在宅当番医は、平日は17時から20時
まで、日曜祝日は９時から20時まで
です。

町の人口・世帯数
３月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,089人

2,360人

2,729人

2,366世帯

（－ 6人）

（－ 2人）

（－ 4人）

（－ 2世帯）

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医

【古紙類】

市日健康相談（だんらん）
小坂マリア園平成31年度進級・入園式
（郷土館・図書館・中小路の館休館日）

第30回早春芸能フェスティバル（康楽館）
【可燃ごみ】

〈彼岸入り〉
（郷土館・図書館休館日）

ヨガ教室（セパーム）
出張「暮らしの相談室」（川上公民館）

小坂小学校卒業式　行政相談日（小坂町役場）
かようカフェ（はいから倶楽部）　こさか子育
て広場～わくわく～（ゆーとりあ） 【可燃ごみ】

小坂小・中学校新任式・１学期始業式

小坂小・中学校・小坂高校修了式
小坂マリア園お別れパーティー
七滝保育所祖父母感謝の会

〈清明〉　小坂小・中学校入学式
小坂高校新任式・１学期始業式
【可燃ごみ】

《春分の日》〈春分〉
【古紙類】

【可燃ごみ】

小坂町消防団火災想定訓練　春の火災予防運
動（～13日）　秋田県議会議員一般選挙投開票日
第16回アカシア歌謡サークル発表会（康楽館）

小坂マリア園第44回卒園式
おはなしランプ（図書館）
【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】

小坂高校入学式
（郷土館・図書館・中小路の館休館日）

〈彼岸明け〉 心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

小坂マリア園・七滝保育所保育修了式
自立相談支援事業巡回日（ゆーとりあ）
（郷土館・図書館休館日）

ヨガ教室（セパーム）　暮らしの相談室（ほっと
りあ）　幼児健診（ゆーとりあ）　出張「暮らし
の相談室」（七滝公民館）　 【びん・缶等資源類】

【びん・缶等資源類】

七滝地区自治会連絡協議会総会（ほっとりあ）
小坂町老人クラブ連合会総会（セパーム）
【可燃ごみ】

小坂小・中学校離任式

【可燃ごみ】

秋田県議会議員一般選挙期日前投票（～４
月６日）

小坂小・中学校ＰＴＡ総会・授業参観
【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】

（郷土館・図書館・中小路の館休館日）

小坂高校離任式　つどい倶楽部（はいから
倶楽部）　心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

笹村整形外科
☎30-0035

鹿角中央病院
☎23-4131

大湯リハビリ病院
☎37-3511

なかのクリニック
☎22-7335
大 里 医 院
☎22-1251
いけがみクリニック
☎30-0111
小坂町診療所
☎29-5500
大湯リハビリ病院
☎37-3511
大 里 医 院
☎22-1251
本 田 医 院
☎35-3002

三ヶ田医院
☎31-1231
いけがみクリニック
☎30-0111
小坂町診療所
☎29-5500
本 田 医 院
☎35-3002

長 橋 医 院
☎23-7612
三ヶ田医院
☎31-1231

大 里 医 院
☎22-1251

福 永 医 院
☎35-3117

鹿角中央病院
☎23-4131

大湯リハビリ病院
☎37-3511

福 永 医 院
☎35-3117
本 田 医 院
☎35-3002
長 橋 医 院
☎23-7612
笹村整形外科
☎30-0035
三ヶ田医院
☎31-1231

かづの厚生病院
☎23-2111
福 永 医 院
☎35-3117

大湯リハビリ病院
☎37-3511

本 田 医 院
☎35-3002
かづの厚生病院
☎23-2111
三ヶ田医院
☎31-1231

※面会の予約はできません。当日受付のみとなります。
※１人あたりの面会時間の上限を30分とさせていただきます。

小坂町ホームページが新しくなります！！！
公開予定日：４月１日（月）10時
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こ
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。 ☎（0186）37－3836大湯字倉沢77-1

http://yanagisawa-sekizai.com

木造注文住宅・設計・施工
新築・増改築・リフォーム他

ご家族の夢にとことん応えたい

木村和工務店
どんな小さなことでもお気軽にご相談下さい

ご相談無料、見積り無料
代表　木村　和男　小坂町小坂字砂子沢38

ライファかづの
（大館桂工業株式会社 一級建築士事務所）

住宅リフォームのベストパートナー

TEL（0186）25-2055
小坂出張所
TEL（0186）29-3421 http://lifa-kazuno.com

ご家族に合った最適なリフォームプランをご提案します。

　「明治以降の鉱山と小坂町の繁栄（光）と、公害
等の諸問題（影）、そして近代化遺産を活用した町
づくりについて語ってほしい」と、秋田歴史研究
者・研究団体協議会から小坂町史編さん室亀沢室長
に要請がありました。そして、秋田市での講演内容
が同会の会誌「秋田歴研協会誌第67号（2018 . 5）」
に掲載されました。
　また昨年10月には、小坂町郷土館が主催したシン
ポジウムでも、亀沢室長が同内容の講演をし、75名
ほどが聴講されました。是非多くの方にこの講演内
容に触れてほしいと思っておりましたので、その概
略をご紹介します。
　講演では、「はじめに」として、
「地域や国の経済を支える産業には、日の当たる繁
栄の陰に必ず暗い部分がある。小坂鉱山の企業城下
町である小坂町も、栄枯盛衰を繰り返し、また影の
歴史を抱えながら歩み続けている。小坂の歴史を語
るとき、ともすれば華やかな歴史ばかりが注目さ
れ、影の歴史は見て見ぬふりをされてきた。
　しかし、これからは、住民にも観光客にも歴史は
正しく伝えるべきである。近年多くなった外国人観
光客からは、グローバルな視点での客観的な地域史
に触れることが求められている」とありました。
　そして講演の組み立ては、「テーマ」として、
　１．近代小坂鉱山発展の歴史、２．近代小坂鉱山
に関する歴史資料、３．近代化遺産の保存・活用の
流れ、４．過去から未来に引き継ぐ町の産業、の四
つの柱を掲げています。
　このうち１．のテーマでは、（１）小坂鉱山の発
見と鉱山町・小坂の誕生（２）官営小坂鉱山の発展

（３）藤田組経営小坂鉱山の発展（４）鉱山町の形
成と商店街の発展（５）小坂鉱山の煙害－繁栄の陰
で－として、その歩みが述べられています。
　このように、各テーマごとの「歩み」や「背景」
が具体的に記述されていて、「会誌」を手に取れ
ば、より理解が深まりますので是非ご覧ください。
　また、「まとめ」では、
　「小坂町は、多くの〝光〟を浴び〝影〟の部分を
克服しながら歩んできた。現代も様々な課題を抱
え、新たな時代を迎えようとしている」として、
　一つ目は、社会動態に対応した急激な人口減少の
抑制対策、二つ目は、自然動態に対応した子育て環
境の整備、三つ目は、経済基盤の強化、四つ目は、
近代化遺産のさらなる観光活用、五つ目は、文化財
（特に近代化遺産）の基礎的調査研究の充実と歴史
資料の保存管理環境整備、を挙げています。
　一つ目から五つ目までの課題とともに、一層の町
の発展と目指すべき方向性について述べています。
　この講演内容を紹介したいと思った理由は、「明
治以降の小坂と鉱山の関わり」について、100有余
年の歴史をもとに、その盛衰の過程が振り返られて
いて、今後の町の進むべき方向と対策が提案されて
いること。そして、町の発展に向けて、皆様の更な
る力と知見をもって各般に関わりを持ってくだされ
ば……との思いからでありました。
　併せて、時代の推移の中で、町を構成してきた人
びとのことや、分野別に残したいたくさんの史実な
ど、今の世代でなければ残せなくなる事柄が数多く
ある中、いずれかの方法での資料化が必要であろう
と切に思っております。

温故知新～歴史から町の発展を見る～ 町史編さん委員　横山　壽一（現代担当）

　

Before

After

広報こさか〔No.1114〕2019（平成31）年 3 月号（毎月10日発行）
■編集・発行／小坂町役場総務課（〒017－0292  秋田県鹿角郡小坂町小坂字上谷地41番地1　■℡  0186-29-3901　■℻  0186-29-5481）
■町のホームページ　http://www.town.kosaka.akita.jp　■Ｅメール　koho-kosaka@town.kosaka.akita.jp


